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マイクロプラスチック分布調査の方法（簡易な調査手法）

1 用意するもの 4 調査枠の様子
ちりとり×2
バケツ
鑑賞魚用ネット
5㎜格子のふるい（農芸用品）
パット・ボウル
ピンセット

2 サンプリング地点の選定 5 枠内のサンプルを採取

3 代表点に調査枠を設定 6 サンプルのふるい分け

マイクロプラスチック分布調査の方法
7 水に入れてかき混ぜる 10 分別したものをカウントする

8 浮いてきたものをすくいとる 11

9 パットに広げ、分別する 12

枠の大きさは25cm×
25cmで、深さは1cmの範
囲で、枠内にあるものを砂
ごと採取し、サンプル袋に
入れます。採取に使う、ち
りとりの辺がちょうど25ｃ
ｍでした。

※道具類はなるべくプラス
チック類を使わないように
します。

海岸の4箇所で、サンプルを
取ります。一番漂着物の多
い汀線を中心に、汀線下、
汀線、汀線陸側、植生帯の4
箇所を対象にします。汀線
は、レジンペレットが多く
漂着している辺りとしま
す。

枠のなかにあったものをす
べて採取しました。

それぞれの箇所の、平均的
なごみ量の部分に調査枠を
設定します。

採取したサンプルを、5㎜格
子のふるいでより分け、5㎜
未満のものと、5㎜以上のも
のに分けます。5㎜より大き
いプラスチック類は、この
時点で集めておきます。プ
ラスチック類が割れて細か
くならないよう注意しま
す。

5㎜未満のものは、砂ごと水
を入れたバケツの中に入
れ、かき混ぜます。

分別したものを、分別種類
別にそれぞれ数を数えて、
記録します。

かき混ぜて、30秒静かに置
き、浮いてきたものを鑑賞
魚用ネットですくい取りま
す。

マイクロプラスチック類ご
みの多い場所では25cm×
25cm枠内から多くのプラ
スチック類が回収されまし
た。左が5㎜以上のごみ、右
が5㎜未満のごみです。

すくい取ったものを、パッ
トなどに広げ、ピンセット
などを使って分別します。5
㎜以上のごみは、発泡スチ
ロール、プラスチック片、
繊維状プラスチックに分別
します。5㎜未満のごみは、
プラスチック片、発泡スチ
ロール、レジンペレット、
繊維状プラスチックに分別
します。

枠内から回収されたプラスチック類

5ｍｍ未満の4品目
5ｍｍ未満のプラスチック
片、レジンペレット、発泡
スチロール、繊維状プラス
チックの個数を数え、調査
地域のそれぞれの海岸ごと
に結果を整理しました。

プラスチック片 
塑料片 

レジンペレット 
树脂颗粒・樹脂顆粒 

発泡スチロール 

泡沫塑料 

繊維状プラスチック 
纤维塑料・纖維塑料 

・沖縄県では、海岸のマイクロプラスチックの現状を把握する為の調査方法を検討し、実施しています。 

・調査結果を広く活用できるように、誰でも、どこでも調査できる方法です。 

・調査に使う道具は、すべてホームセンターや100円ショップなどで手に入るものを使っています。 

・マイクロプラスチックは、プラスチック片、レジンペレット、発泡スチロール、繊維状プラスチック、の4品目で、個数を記録します。 

・25ｃｍ×25ｃｍ枠の記録を16倍すれば、1ｍ²の範囲にどのくらいの数のマイクロプラスチックがあるか把握できます。 

※サンプリング地点の選定が、

簡易な調査手法と詳細な調

査手法では異なります。 

2.1.4 沖縄県発表資料
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3 海岸漂着物回収事業担当者会議支援

3.1 八重山地区回収事業担当者会議
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